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※裏面へ続きます

№60

　【町　長】　３件　（※以下主なものを掲載しています。）
◇令和５年度普通交付税の決定 ＝ 決定額 ： 34億7,088万1,000円　前年度比1.7％増。
◇広尾高等学校の募集学級の減について ＝ ９月５日に北海道教育委員会が公表した公立学校配置計画にお

いて、広尾高等学校の募集学級数が令和６年度に１学級削減され１学年１学級となった。翌年度の卒業見
込み者数は53名となっており、生徒の進路選択に影響が出ないよう次年度に向け北海道教育委員会へ２間
口確保の要請を今年中に行う予定。

☆行政報告

件　　　　　　　名　（一部省略しています） 審議結果

教育委員の任命 ＝ 新菊地亜希さん（字野塚11線）任期 ： 令和５年10月１日から４年間 同　　意

広尾町海洋博物館の設置及び管理に関する条例の一部改正 ＝ 博物館の設置主体を地方公共団体
や一般社団法人等に限定する「登録制度等」が見直され、同法の「公立博物館」の規定から「設
置」に関する条項が削除された。これに伴い海洋博物館の設置根拠を「博物館法」から公の施設
の設置等を規定する「地方自治法」に改正するもの。

原案可決

☆主な審議事項と結果

第３回 町議会定例会

77億740万円令和４年度
決算認定

一般会計
支出総額

令和５年第３回定例会が、９月６日から14日まで９日間の会期で開かれました。
令和４年度決算の認定、条例の一部改正や補正予算などを審議し、いずれも原案どおり
認定、可決し、閉会しました。

☆令和４年度一般会計決算 

収入（歳入）合計　79億135万225円 支出（歳出）合計　77億740万3,235円

道支出金
(北海道からもらうお金）

3億5,177万2,329円 

国庫支出金
(国からもらうお金）

6億548万7,973円 

その他収入
9億1,327万5,260円 

使用料・手数料
2億153万4,526円 

分担金・負担金
2億3,009万3,139円 

町税
9億5,594万1,276円 

地方譲与税等
3億7,087万3,722円 

収　入
（歳入）

依

存

財 源

自
主

財

源

町債（借金）
4億7,697万9,000円 
町債（借金）
4億7,697万9,000円 

地方交付税
37億9,539万3,000円 
地方交付税
37億9,539万3,000円 商工費

4億4,466万3,506円
商工費
4億4,466万3,506円 農林水産業費

6億421万9,468円
農林水産業費
6億421万9,468円

衛生費
8億2,964万5,768円
衛生費
8億2,964万5,768円

議会費
7,934万5,365円
議会費
7,934万5,365円

支　出
（歳出）

公債費（借金返済）
13億3,034万8,363円
公債費（借金返済）
13億3,034万8,363円

教育費
5億8,760万7,580円
教育費
5億8,760万7,580円

消防費
4億1,504万1,104円
消防費
4億1,504万1,104円

民生費
16億9,242万3,482円
民生費
16億9,242万3,482円

総務費
7億8,111万207円
総務費
7億8,111万207円

土木費
9億4,299万8,392円
土木費
9億4,299万8,392円
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☆一般質問や質疑、議案の賛否状況等の詳細については、12 月発行予定の議会だよりに掲載します。
　また、広尾町のホームページにも掲載していますので、ご覧ください。 検 索広尾町議会

件　　　　　　　　　　名 審議結果

肥料、燃油などの生産資材等高騰対策の強化を求める意見書 原案可決

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書 原案可決

国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書 原案可決

※可決された意見書は、国及び関係機関に提出しました。意見書の審議 ９月14日（木）

☆松田健司、旗手恵子、前崎　茂、小田雅二の４議員が行いました。
【松田議員】　①町内公共施設の暑さ対策について
　　　　　　②情報通信技術（ＩＣＴ）への取組について
【旗手議員】　①子育て支援として学校給食費の無償化を
【前崎議員】　①マイナンバーカードの健康保険証一体化の延期、中止について
【小田議員】　①物価高騰対策について
　　　　　　②交通安全対策について

一 般 質 問 ９月８日（金）

「議員定数等に関する調査特別委員会」調査報告
　第３回定例会初日（９月６日）、議長を除く全議員で構成する上記委員会の調査報告がなされました。
　住民からは定数について、人口減に合わせ減らすべき、定数減は意見が偏るのではないか等現状維持・定数減両方の
意見がありました。議員からは、委員会機能に支障をきたす可能性があること、活発な議論には現状が妥当とする意見
があり、採決を行い、現行の13名とすることに決定しました。
　また報酬について住民からは、報酬増により議会の活発化を期待する意見や定数の減分を報酬増の原資にする等の意
見が出されました。議員からは、若者が立候補するには生活を保障できる報酬が必要、活動に見合った報酬のため現状
が妥当等両方の意見がありましたが、採決の結果現状維持とすることに決定しました。

件　　　　　　　名　（一部省略しています） 審議結果

北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について ＝ 北海道市町村職員退職手当組合に「後志
広域連合」が加入することに伴い、規約の変更が必要となったもの。 原案可決

令和５年度一般会計ほか７会計予算の補正
８会計の補正予算は、７日の本会議で審議した結果、原案のとおり可決した。 原案可決

令和４年度一般会計ほか９会計の決算認定
一般会計、８特別会計、１企業会計の計10会計の決算認定は、決算審査特別委員会で審査した結
果、全会計を認定すべきと決定。14日の本会議で全会計の決算を認定した。

認　　定


